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ご  挨  拶  

 

学校長 逸見  真  

 

奨学後援会の皆様には平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。また日

頃より本校における学生教育及び指導へのご理解とご支援とを賜り、厚く御礼申し上

げます。  

「商船」の名を校名に冠する本校には伝統的な商船系学科に加えて、1985 年に流通情

報工学科が、1988 年に電子制御工学科が工学系の学科として併設され、爾来、多くの

卒業生を輩出して参りましたが、昨春、実に約 40 年振りの学科改組を実施、総合科学

科が誕生しました。本学科はこれまでの電子制御、流通情報を融合し、ここにデータサ

イエンス、AI、DX 他、現在及び未来のものづくりと物流の基盤を形成する種々の学問

領域を取り込み、実務界の即戦力となる人材を育成すべく設立されました。島国である

わが国の海上輸送を支える船員、海技者を養成する商船学科共々、未来志向の若人を惹

きつけ育成する教育環境が整ったともいえましょう。  

 また去る 3 月 11 日、本校練習船広島丸代船の起工式が住友重機械工業横須賀造船所

にてつつがなく挙行されました。竣工を令和 10 年初春と見込んでおります。加えて

500 名弱の学生が起居する若潮寮には新棟建設の計画もあり、皆様には朗報としてお

知らせ申し上げる次第です。  

翻って、昨今の社会的な課題への対応には一刻の猶予なく、取り組んで参らなければ

なりません。中でも急速に進む少子化の影響により、学生の入学定員の確保は年々、困

難を極めつつあります。幸いにも企業のなりわいは担い手、人手不足の解消を見ず、就

活は堅調の内に推移しておりますが、油断は禁物です。本校一丸となっての取り組みは

もとより、皆々様方より尚、一層のご指導ご鞭撻を拝聴し、更にはお知り合い、ご近隣

の中学生やその保護者へのお声掛け等、頂ければ幸甚に存じます。  

加えて常態化した経費、予算不足の逼迫は学校経営に足かせとなり、一層の倹約と新

たな財源の確保とが強いられておりますところです。皆様にはふるさと納税等、是非ご

検討のうえ、本校運営費の充実にお力添えを賜りますようお願い申し上げます。  

本校へのご支援を重ねてお願い申し上げ、ご挨拶とさせて頂きます。  

誠にありがとう存じました。  
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１．令和７年度の取り組み 
（１）大学・高専機能強化支援事業に伴う学科改組 

 当事業は DX・GX 社会において活躍できる情報技術やその応用力を身につけ、電子・電

気工学、機械工学あるいは流通・経営分野の専門知識とこれら分野に応用しうる管理工学

などの専門的技術を有する技術者の育成することを目的とし、昨年度より電子制御工学科

と流通情報工学科を統合した総合科学科と商船学科に学科改組しました。 

１年次は数理・データサイエンス・AI 教育プログラム（応用基礎）として全学科共通の

情報リテラシーと専門教科が１科目のみですが、２年次より総合科学科は電子情報システ

ム系と流通情報マネジメント系に分かれたカリキュラムがスタートするので、その準備を

進めてまいりました。 

(２）再試験制度による原級留置者減少への取り組み 

右は学生の原級留置者と退学者の推移

を示しており、昨年度と同じくらいにな

っております。他高専の原級留置率及び

退学率は約４%程度であり、それと比較す

ると低くなっております。 

本校では定期試験で単位が不認定であ

った科目については成績確定後であって

も、学力補充の機会を設け、単位を年度の

途中で認定する再試験制度をとり、学力

不振による原級留置を抑えるようにして

おります。 

 

２．令和８年度の方針 

（１）新カリキュラムへの準備 

総合科学科は本年度に電子情報システム系と流通情報マネジメント系の系別授業が始

まります。来年度以降、電子情報システム系は電子システムコースと電子情報コースに、

流通情報マネジメント系は流通マネジメントコースと流通情報コースに分かれ、コース別

の授業が始まります。これに加え、電子情報コースと流通情報コース、電子システムコー

スと商船機関コース、流通マネジメントコースと商船航海コースといった学科・系横断の

授業も始まるため、来年度からこの複雑なカリキュラムに対応した時間割、教室配置と整

備を進めていきたいと思います。 

（２）国立高専教育国際標準（KIS）受審準備 

国立高専教育国際標準（KIS）は、(a)本校が保証する本科卒業生の知識・能力等として

の適切な学習・教育到達目標が社会の要請する水準以上で設定されているか、また、それ

がモデルコアカリキュラムを踏まえて設定されているか。(b)学則、シラバス、ホームペー

ジ等により公表している内容に照らして適切に教育を実施しているか。(c)学習・教育到達

目標を本科卒業生が達成しているか、モデルコアカリキュラムによって定められた到達目

標・到達レベルを達成しているかどうか。(d)教育に係る継続的改善システムを運営し、ま

たそれが機能しているか。といった観点について、本校が認定基準を満足しているか否か

について評価が行われ、判定されます。 

本校は令和９年度に受審を予定しております。この受審準備を進めながら、本校の本科

教育卒業生の質が担保されていることと、教育活動に対する学内組織の役割、責任と教員

個人の役割を再確認し、これからも教育にかかる継続的改善システムが適切に機能するよ

うに努めてまいります。 
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奨学後援会の皆様におかれましては、日頃から本校の学生生活、課外活動等に対して、

多大なるご支援をいただき、大変感謝しております。 

 

１．就学支援・入学金や授業料の免除、各種奨学金制度について 

１年生から３年生までの学生に関しては、就学支援金制度により授業料の支援を行

っています。４年生以上の学生には、高等教育の修学支援新制度により、授業料減免

に加え奨学金の給付が行われます。令和７年度は、72名の４年生以上の学生が高等教

育の修学支援新制度の対象となりました。その他、入学金や授業料等の免除、各種奨

学金の案内や手続き等については、ホームページ及び Microsoft Teamsで案内してお

りますので、申請する場合は、学生係で必要な書類等を受け取り、期限内の提出をお

願いいたします（学生課学生係：0846-67-3023）。 

 

２．新入生オリエンテーション 

４月８日(火)～９日(水)に広島市三滝少年自然の家で新入生オリエンテーションを

行いました。近年では校外でオリエン実施する高専は少ないですが、本校では新入生が

新しい学校生活や環境にスムーズに適応して、多くの学生と潤滑なコミュニケーション

がとれるように、新生活の土台作りをサポートしています。当日は、学生会とクラブ主

将などから編成されるピアサポートリーダーが 30 名同行し、先輩との交流などを通し

て楽しく充実した日程を終えることができました。 

新入生オリエンテーションを起点としたピアサポート制度とは「１年間を通して、

日々の勉強や試験対策、寮生活、クラブ活動等の相談及びサポートをする制度」で

す。この制度には、リーダー育成の要素も含まれており、１年生と関わりながら成長

できる取組みとして評価されています。 

 

３．高専体育大会 

令和７年６月中旬から７月にかけて、中国地区の８高専がそれぞれ各種目の主管を

つとめ、中国地区高専大会が開催されました。本大会での結果を残すことを目標に、

毎日の厳しい練習を重ねてきたわけですから、最も熱くなる対外試合になります。 

今年度の中国地区高専体育大会では、剣道部・陸上部・水泳部が、九州地区で行われ

る全国高専体育大会出場の切符を掴みました。全国大会では、剣道部が団体ベスト８、

男子個人戦では３位 という成績を収めました。陸上部は女子円盤投げ３位 になりまし

た。 

 

４．全国商船高専漕艇大会 

令和７年７月 12日(土)、13日(日)に全国商船高専漕艇大会が本校で開催されました。

本校Ａチームのタイムは 9’02’19、Ｂチームのタイムは 9’41’74でした。Ａチーム
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Ｂチームとも快漕し、今年も見事アベック優勝の快挙を果たすことができました。 

 

５．高専ロボコン 

高専ロボコン 2025 中国地区大会が 10 月５日(日)に防府市スポーツセンターで開催

されました。今年の競技テーマは「Great High Gate」であり、ロボットがボックスを

積み上げてゲートをつくり、そのゲートを人が乗った台車と一緒に通過します。「すご

い！」、「高い！」と観るものを驚かせる「ゲート」をつくり、得点を争いました。 

本校Ａチーム（チーム名：厳島）は広島丸が厳島神社の鳥居をくぐるイメージのロボ

ットをつくり、デザイン賞を獲得し、両国国技館で開催される全国大会にも出場するこ

とができました。Ｂチーム（チーム名：つばめ）は、特別賞（ローム株式会社）を受賞

しました。 

 

 

６．令和８年度の方針・取組 

今年度も入学式翌日から新入生オリエンテーションが行われ、４月７日(火)～８日

(水)は福山市福山少年自然の家へ参りました。今年度も、学生会とクラブ主将などから

編成されるピアサポートリーダーが同行してくれましたが、リーダー研修の一環として

実践できる場としても良い機会になっています。 

学生達に楽しく充実した学校生活を過ごして欲しいと考えるなかで、特に多くの学生

に部活動に力を入れてもらいたいと考えています。新入生を対象とした部活動紹介が４

月 14 日(火)に行われましたが、多くの新入生は４月の体験入部期間を経て、活動を始

めだしたところです。 

今後、６月～７月にかけて中国地区高専大会がありますし、昨年惜しくも全国大会に

出場できなかった部は、是が非でも今年は全国に進出するぞという強い闘志を燃やして

いますので、良い成績を持ち帰ってくれることを楽しみにしているところです。 

今年度は、警察や地域との連携行事、地域清掃、自転車リユース制度の活用、学生と

教職員との懇談会等を昨年同様に実施し、新たに下宿生のサポートに力を入れて行きた

いと考えています。 

寮での生活を離れてひとり暮らしを余儀なくされた学生の生活の乱れや不安を発見

し、解消できるように個々に対しての見守りが必要であると考えており、生活の困りご

との解消をしてもらい、卒業まで安定的で落ち着いた生活が続くように、サポートして

いきたいと考えています。 
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１．令和７年度の寮生数・再入寮制度について 

（１）寮生数 

 令和７年度の若潮寮は、１年生 100名（男子 80名、女子 20名）、編入学生男子１名、留

学生男子１名の新入寮生を迎え、総勢 421名でスタート致しました。 

 

（２）再入寮制度  

令和７年度より、学科改組に伴う定員増により、新入

寮生のさらなる増加が予想され、若潮寮の収容数の逼迫が

予想されます。１棟１階（男子寮）の居室の一部を一人部

屋から二人部屋にしていく方向で対応致しました。しか

し、それでも十分ではありません。 

 学生寮の入寮期限は３年間であり、４年次からは１年間

を限度とした再入寮許可制となっています。そのため、４

年進級時と５年進級時に再入寮手続きが必要となります。

その際、新入生の居室数から判断して総収容人数の超過が

予想される時には、生活態度が乱れている場合や公共交通

機関を利用した通学が可能な場合等に再入寮を許可しない

ことがありますので、ご承知おきください。 

 

２．令和７年度の現状報告 

（１）当直業務の在り方の変更 

 本校において、宿直業務に従事している教員の年間宿直回数は男性教員 18回、女性教員

で 16回となっていますが、これは、全国高専の年間宿直回数の平均値を大きく上回ってい

ます。昨今、教育の質を確保するために、教育現場における教員の負担軽減の必要性が議

論されているところであました。この現状を踏まえて後期より、外部人材の活用等も視野

に入れ、全開寮期間の当直体制を、本校直接雇用による寮生指導員３名を採用致しました。

現状では「当直教員２名+寮生指導員１名」または「当直教員１名+寮生指導員２名」の３

名体制で当直業務を行っています。これに伴い、点呼の時間など当直業務の見直しと変更

を行いました。この変更で教員の年間宿直回数は 10回程度に改善される見込みです。 

（２）寮生会活動 

 令和７年度は、清掃活動の計画・立案や、寮生会イベント(かき氷大会)の開催などを実

施してくれました。また、寮内の生活指導も引き続き行ってくれています。寮生全員が充

実した学寮生活を送ることができるよう、寮生会の活動には期待しているところです。 

（３）寮での病院対応 

 令和７年度は、広島県内でインフルエンザ感染症が流行し、11月～１月にかけて、本校

でも罹患者が発生しましたが、予防に対する学生の意識の向上および保護者のみなさまの

ご協力のおかげで、寮内拡大は最小限に防げたのではないかと思っております。寮内での

病院対応におきまして、ご理解およびご協力いただき感謝申し上げます。 

今後とも、寮内での病院対応におきましても引き続きご理解いただきますとともに、学

生の体調がすぐれない場合は無理をせず、早めに寮務係へ連絡するよう促していただきま

すようお願い致します。 

（４）設備の老朽化 

食堂のエアコンの故障、３棟１階の駐輪所の老朽化による屋根の撤去、５棟浴室の故障

など寮の施設の老朽化で寮生の皆様にご迷惑をお掛けしておりますが、ご理解とご協力を

よろしくお願いいたします。 

学年 男子 女子 合計

1年生 80名 20名 100名

2年生 81名 22名 103名

3年生 71名 18名 89名

4年生 66名 17名 83名

5年生 34名 12名 46名

合計 332名 89名 421名

寮　生　数（令和7年4月）
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３．令和８年度の方針・取組 
（１）入学定員増に対する再入寮 

 学科改組による定員増による寮生の収容可能人数が不足することが懸念されています。

令和７年度は新入寮生の人数が少なかったこと、令和８年度は女子の新入寮生の人数が多

く男子の新寮生の人数が少なかったため、学科改組１年目と２年目につきましては、希望

者全員の再入寮を許可することが出来ました。１棟１階も全室１人部屋で運営できており

ます。令和７年度に１棟１階の居室の２人部屋を増やしていますが、令和９年度について

は、若潮寮の定員オーバーとなり再入寮が許可されない学生が多く出ると予想されます。

実際、寮の収容可能人数は令和８年４月時点で男子 361 名、女子 105 名の計 466 名程度と

なります。現在の寮生人数は表１のとおりです。また、来年度予想される寮生人数は、新

入寮生が 110 名、全員が退寮しないと仮定した場合は、表２のとおりとなっております。

単純計算で 30名程度が定員超過となることが見込まれており、再入寮の許可に影響があり

ます。 

表 1            表 2 

  
 

（２）若潮寮の設備面及び衛生面の改善 

 若潮寮は、建物を含め、さまざまな設備が老朽化してきております。それに伴い、設備

面や衛生面などにおいて、寮生はさまざまな不便や不満を抱えていることと思われます。  

現在も、３棟１階駐輪場の老朽化のため安全上の観点から屋根を撤去しております。当

面は１棟１階手前の駐輪場、寮事務前駐輪場、３棟１階駐輪場（屋根なし）を利用して頂

いております。また、５棟大浴場が故障中であるため入浴時間を変更致しまして、５棟の

学生には１棟の大浴場または４棟大浴場を利用して頂いております。可能な限り早期の復

旧を目指しておりますが、ご不便をお掛けしておりますことを心よりお詫び申し上げると

共に、ご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

このような状況下にありましても、寮生たちの不満や要望に対して少しでも応えようと、

学生寮の設備面および衛生面の改善を行っているところです。しかしながら、運営費の削

減や原材料費の高騰などもあり、なかなか改善が進んでいないのが現状です。限られた予

算の中ではありますが、若潮寮をより長く良い状態を維持するために、加えて寮生がより

良い環境の中で寮生活を過ごしてもらうためにも、これからも設備面および衛生面の改善

に努めてまいります。 

 

 今後も、学生が学校生活や部活動に活き活きと励みながら、寮の集団生活の中で様々に成

長してもらえるように寮務主事室全員で見守り、後押ししていく所存です。引き続き保護者

の方にご協力を頂くことばかりですが、どうぞよろしくお願い致します。 

学年 男子 女子 合計 学年 男子 女子 合計

1年生 82名 29名 111名 1年生 86名 24名 110名

2年生 75名 19名 94名 2年生 82名 29名 111名

3年生 78名 22名 100名 3年生 75名 19名 94名

4年生 61名 16名 77名 4年生 78名 22名 100名

5年生 49名 14名 63名 5年生 61名 16名 77名

合計 345名 100名 445名 合計 382名 110名 492名

寮　生　数（令和8年4月） 寮　生　数（令和9年4月）
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広報活動 
 

前広報主事     大沼
おおぬま

 みお 

新副校長（広報）  澤田
さ わ だ

 大
だい

吾
ご

 

１．令和７年度の主な取組  

 

昨年度は、主に以下のような広報活動を実施しました。 

〈イベントなど〉 

・  ４月 大崎上島中学校郊外研修受け入れ 

・  ６月 学校主催進学説明会（広島市・東広島市・福山市）を実施 

商船学科公開講座~あつまれ船長・機関長!~を実施  

国公私立高専合同説明会 KOSEN FES（東京都）参加  

・  ７月 商船系高専５校合同進学ガイダンス（横浜市）参加 

国公私立高専合同説明会 KOSEN FES（大阪府）参加 

ぴょん太杯運営協力（広島市） 

・  ８月 商船系高専５校合同進学ガイダンス（神戸市）参加 

公開講座実施 

夏季オープンスクールを２日間実施 

・  ９月  ノーベル学習館進学説明会参加 

・  10月 秋季オープンスクールを実施 

 
・ その他 県内中学校からの要望による出前授業、進路説明会、個別相談等 

・中学校または塾主催の進路説明会参加 34回 

・受験期の進路相談訪問・電話対応 

・夏季オープンスクール来訪者の在籍中学校などの訪問（校長・広報主事・広    

報主事補） 

・広島・岡山・関西地区・関東地区の中学、塾校、教育委員会訪問（特命教授） 

 

〈ホームページ・動画・報道など〉 

・ 学校ホームページの改良（クラブ活動紹介など）と記事や YouTube 動画（学校イベン

ト・出前授業など）の追加 

・ 令和８年度用学校案内の改訂 

・ 東広島タウン誌 theウィークリープレスネット取材・記事型広告掲載期間の延長（初掲

載令和６年 10月 10日） 

・ 竹原ケーブルネットワーク（タネット）による報道 

夏季オープンスクール（８月２日開催）の様子 

放送日時：令和７年８月 29日（金）18：00～ 

商船祭及び秋季オープンスクール（10月 26日開催）の様子 

放送日時：令和７年 11月６日（木）18：00～ 

 

今年度は関東地方に特命教員を新たに配置し、県外の中学校との連携を強化しました。県

内では、昨年度特命教授だけで訪問していた中学校に本校教員も同伴で訪問し、中学校との

連携強化を図りました。これが奏して中学校主催の進路説明会に、３月末までに 34回と昨年

度より９回多く中学校から依頼をいただき、学校説明を行いました。 

また、昨年度リニューアルした学校ホームページと YouTube を通じて、普段の学校生活、

部活動、コンクールなどの学生の活躍を配信しましたが、さらに受験生の知りたい情報を載

せられるように改良を行いました。学生生活やイベントの様子を通じて本校の魅力を伝えて

いけたらと考えております。 
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２．入学生の状況、情報の共有 

 

今年の本校を第一希望もしくは専願した受験者数は 271 名で、前年度に比べ 99 名と

大幅に増加しました。これは広報活動において、特命教授や本校教員による中学校の訪

問数を増やしたことから、中学校主催の進学説明会への参加依頼が増加したため、中学

生にアピールする機会が増えたのが要因と考えます。昨年度の志願者減少の反動もある

とは思いますが、学科別では、商船学科は、関東地方にも特命教授を配置し、継続的に

中学校の訪問等の広報活動が可能になったことが功を奏したと考えております。総合科

学科に関しては、昨年４月に開設した新学科の広報が十分できたこと、（１）学科の名前

から学習内容が想像しにくい、（２）１年次に自分の興味のない学科の勉強までさせられ

るという誤解をされやすいという、２つの昨年度の広報の反省点を活かし、正確に総合

科学科がどういう学科かをアピールすることができたと考えます。 

本年度は受験者増となりましたが、少子化問題、私立高校の授業料実質無償化など依

然として本校だけでなく国公立高校には大変厳しい状況です。広島県だけでなく全国で

も同様の傾向が見られます。 

 

３．令和８年度の方針・取組 

 

（１）中学校（中学校教諭）との連携強化 

 （２）特命教授の強化した配置の維持（県内２名、関西１名、関東１名） 

 （３）本校主催の進学ガイダンスを広島市・福山市で開催予定（６月） 

 （４）本校でのオープンスクール（８月と 10月に開催） 

 （５）６月と 12月に本校での新進学イベントの開催 
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進路指導 －商船学科－ 

 

商船学科 就職担当 清田
せ い だ

 耕司
こ う じ

 
 

１．進路概要 
図１に商船学科の過去５年間卒業生（令和２年度～令和６年度）の進路状況を示します。

全体の傾向として、航海コース・機関コースともに平均すると約 77％が海上職、約 11％が

陸上職、残り約 12％が進学といった状況です。 

令和８年９月卒業予定学生（令和７年度５年生）の進路状況（内定状況）を表１に示し

ます。令和７年度５年生は、約 91％の学生が船員としての海上就職予定となりました。そ

のうち、外航船員として内定が 10 名、内航船員として内定が 20 名（合計 30 名内定）と

なっています。 

 

  
図１ 過去５年間の進路状況（左：航海コース、右：機関コース） 

 
表１ 令和８年９月卒業予定学生の進路状況 

航海コース（17名） 海上：14名 陸上：2名 進学：1名 

機関コース（16名） 海上：16名 陸上：0名 進学：0名 

商船学科 （33名） 海上：91％ 陸上：6％ 進学：3％ 

 

２．求人・求職の傾向 
近年の求人は、外航船社ではもちろんのこと、内航船社においても２級海技士の筆記試

験合格を入社条件としている会社も多いため、座学中の取り組みやよりレベルの高い資質

が求められています。海上職・陸上職ともに、就職に際しては基礎基本の知識を有してい

ることは当然のことながら、社会人としての責任感・協調性・社会性などのコミュニケー

ション能力が強く求められる傾向にあります。海上職を目指す学生の場合、外航を志望す

る学生は毎年一定数いますが、数ヶ月から数週間の短期航海の内航船員を希望する学生も

います。船種による志望も、就職講話や企業研究会に参加することで、企業研究に早い段

階から取り組む学生も見受けられます。 

 

３．進路指導 
（１）低学年に対して：学科長や就職担当者が特別活動などの時間を利用して、就職や進学

を含めた進路についての指導を行っています。不定期ではありますが、造船所見学や本

校練習船の寄港地での大型船・港湾施設見学等も取り組んでいます。卒業生の講演等の

機会を設定して海事関連の仕事に対する理解を深める取り組みも行っています。 

（２）高学年に対して：商船学科では担任と就職担当を中心に、本人の志望・適性・成績等

を踏まえ、希望調査・個人面談等を行いながら進路を決定しています。また、４年生で

は夏季を中心にインターンシップを推進して、年が明けて航海実習下船後すぐに始まる

就職試験に備えるようにしています。年々早まっていく就職活動に戸惑わないような心

構えと準備が大切になってきています。 
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進路指導 －電子制御工学科－ 

 

電子制御工学科 就職担当 大和田
お お わ だ

 寛
ひろし

 

 

１．進路の概況 

令和７年度の求人状況も、800 社を超える企業から求人が寄せられ、例年通り非常に

恵まれた環境となりました。卒業生 36 名のうち、４名が進学、32 名が就職しており、

高い進路決定率を維持しています。就職者の多くは技術系総合職に就き、これまで学ん

できた機械、電気、情報、制御などの専門知識を活かして活躍する見込みです。また、

本校に訪問や面談を希望する企業も 100 社を超えており、企業側の採用意欲の高さがう

かがえます。 

 

２．進路状況 

（１）就職 

就職先の業種は、製造業が約５割を占め、次いで電気・ガス・水道・エネルギーと

いったインフラ関連業種、サービス業、建設業の順となっています。また、全体の約

２割の学生が県内および中四国地域の企業に就職していますが、例年と同程度の地元

志向です。 

（２）進学 

進学の割合は約 11％で例年とほぼ変わらない割合となりました。大学への進学者

は１名、本校専攻科への進学者は３名です。 

 

令和７年度卒業生の進路先（電子制御工学科）（R8.3.31 現在、順不同） 

進 路 先 人数 
 

進 路 先 人数 

本田技研工業（ホンダ） 1 
 
富士電機 1 

ENEOS 2 
 
日本オーチスエレベータ 4 

ダイキン工業 1 
 
中電工 2 

三菱重工業 1 
 
矢崎総業 1 

旭化成 1 
 
古野電気 1 

西日本旅客鉄道（JR 西日本） 1 
 
メタウォーター 3 

関西電力 2 
 
前川製作所 1 

中部電力 1 
 
トーテックアメニティ 1 

中国電力ネットワーク 2 
 
山崎建設 1 

東レ 1 
 

  

西日本電信電話（NTT 西日本） 1 
 

  

東京エレクトロン 1 
 
  

三菱電機ビルソリューションズ 1 
 
金沢大学 工学部 1 

日立ハイテク 1 
 
本校専攻科 3 
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進路指導 －流通情報工学科－ 

 

流通情報工学科 就職担当 岩切
いわきり

 裕
ゆう

哉
や

 

 

１．進路指導（学科の取り組み） 

５年学級担任が進路指導を担当し、学科全体で連携を取りながら指導にあたっています。就業意識

を高める試みとして、①低学年時からの就職講義の導入、②４年生全員のインターンシップ参加、③

OB・OGによる講演会、④職業適性試験・基礎能力試験の実施などの多岐に渡る就職支援プログラム

を実施しています。また、公務員志望者の学生を応援し受験を突破する実力をつけるため、公務員講

座を開催しています。近年はオンラインでの業界研究セミナーなども積極的に実施しています。 

 

２．進路の概況 

令和７年度の卒業生は41名（男子26名、女子15名）です。このうち、就職希望者は31名、進学

希望者は 10 名となっています。就職先企業の業種の内訳については、情報通信業が 35%、物流業が

13%、製造業が26%、その他 サービス業・公務員などが続きます（図１）。今年度は、関東地方が66%、

関西地方が24%、そして、10%の卒業生が広島県を含む中国地方の企業に就職しています（図２）。関

東地方に行く卒業生は情報通信業が多い傾向にはありますが、最初の数年の研修後には広島を中心と

して中国地方に配属されるケースも多いようです。表１に卒業生の進路一覧を示しています。 

    

      図１ 業種別就職先              図２ 地域別就職先 

表１ 進路一覧 （順不同） 

就
職 

情 報 
CTCテクノロジー、NTT西日本、NTT東日本グループ、NTTドコモビジネスエンジニアリング、NTTデータフ
ロンティア、キヤノンシステムアンドサポート、アイエスビー、アイ・システム 

物 流 NRS、日本貨物鉄道、ケイヒン 

その他 

西日本旅客鉄道、マイクロンメモリジャパン、サントリーホールディングス、日立ハイテクフィールディン
グ、パナソニックオペレーショナルエクセレンス、KDDI エンジニアリング、日鉄環境エネルギーソリュー
ション、アズビル、レニアス、ダイキンMRエンジニアリング、オリックスファシリティーズ、村田機械、
日本血液製剤機構、セッツカートン、サプリアル、広島市役所 

進学 
広島大学 経済学部、広島大学 情報科学部、豊橋技術科学大学 情報・知能工学課程、鹿屋体育大学、本校

専攻科、広島公務員専門学校 
 

 

35%

13%26%

26%

情報通信業 物流 製造業 その他・公務員

66

%

24

%

10

%

関東 関西 中国
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